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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
20 * 3 8 3 7 6 6 2 1 6 7 2 0 2 0
21 * 0 0 1 3 2 2 4 0 4 4 0 0 1 0
22 * 0 0 2 6 1 1 4 2 5 7 1 0 0 0
33 * 0 0 1 5 2 5 3 6 1 7 1 0 0 0
1 0 1 2 3 4 1 2 0 0 1 1 1 1 2 0
3 0 1 6 6 8 0 0 3 0 0 0 0 2 2 0
10 0 0 0 0 5 1 2 2 3 2 5 0 0 0 0
14 0 0 3 1 7 1 2 0 0 0 0 2 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 3 11 5 17 4 5 0 7 4 11 0 3 0 0
13 * 1 1 7 12 1 4 1 2 4 6 3 1 1 0
15 * 0 2 1 3 0 0 3 0 2 2 2 0 0 0
17 * 1 4 1 9 0 0 2 0 4 4 1 2 0 0
20 * 0 0 2 5 1 2 4 4 3 7 1 1 0 0
4 0 1 2 0 1 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0
5 0 0 0 1 1 0 0 4 4 2 6 1 0 0 0
8 0 0 1 2 5 0 2 3 2 4 6 1 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.10.14
大阪経済大学開始時間 15:30

会　　場 大阪商業大学体育館

大阪経済大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点　12 勝ち点　8試 合 ＮＯ261

63 62

敗チーム

大阪教育大学

男子

戦評
【総括】
全勝で自動昇格を果たしたい大阪経済大学と入れ替え戦へ負けられない大阪教育大学の一戦は、序盤から激しい
ゲーム展開となり両チーム一歩も引かない。その中、大経大がリズムを掴み前半をリードして折り返した。後半、両
チーム良い集中力でゲームをするなか、流れは大教大に傾いていた。1点差を争う、試合展開を制したのは、底力を
みせた大経大となった。
【第1ピリオド】
大教大は#17安部と#6山野のシュートが立て続けに決まり主導権を獲る。大経大は#20五島を中心に攻める。共に
入れ合いの展開となり、我慢の時間が続く。大経大は#22星川がファウルを2つ犯し大黒柱がコートからいなくなり、大
経大はこのチャンスを逃さず点差を広げるが、終盤、大教大が粘りを見せ15-18の大教大のリードで第一ピリオド終
了。
【第2ピリオド】
第一ピリオド同様、大経大はファウルが多く苦しい展開、重苦しい空気を振り払ったのは大経大#20五島の3Pシュー
ト、これを皮切りに大経大が逆転に成功する。大教大は激しいディフェンスに苦しみ得点できない我慢の時間が続く。
点差が10点となり大教大がタイムアウトを取り、流れを変えたい所だが点差は縮まらず33-22で大経大がリードで第2ピ
リオド終了。
【第3ピリオド】
開始早々、大経大#20五島が3Pシュートを決め、大教大の出鼻を挫く。大教大は1年生ガード#13吉田が3Pシュート
を決め、粘りを見せるが反撃の糸口とはならない。点差も動かず均衡状態が続く。残り2分となったところでずっと我慢
をしていた大教大に流れが押し寄せ、大経大のアンスポーツマンライクファウルもあり点差を縮める、45-47、大経大が
リードで第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
大教大#13吉田のシュートで逆転に成功する。大経大は試合序盤のファウルがここに来て影響をきたしてくる。しん
どい中、足を止めない大教大は点差を8点とする。大経大は苦しい展開のなか粘りを見せるも、大教大のシュートが面
白いように決まり点差が縮まらない。大経大がディフェンスからブレイクを連続で出し、1点差とする、緊迫した試合展
開となったが最後まで粘りをみせた大経大が62-63で勝利した。
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